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新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
年
明
け
か
ら
厳
し
い

寒
さ
が
続
い
て
い
る
折
、

組
合
員
み
な
さ
ま
に
は

お
元
気
で
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
度
は
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
問
題
の
後
遺
症
が
癒
え
ず
実
体
経
済
は
そ
の
影
響
か

ら
円
高
、
輸
出
減
、
デ
フ
レ
等
で
失
業
者
が
増
加
す
る
な

ど
、
い
ま
だ
に
日
本
経
済
は
閉
塞
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
自
民
党
か
ら
民
主
党
へ
の
政
権
交
代
が

あ
り
農
業
及
び
経
済
政
策
へ
の
期
待
を
持
ち
ま
し
た
が
未

だ
に
政
策
の
具
体
性
が
見
え
ま
せ
ん
。
こ
の
閉
塞
感
は
農

業
面
に
更
に
強
く
表
れ
て
お
り
、
昨
年
末
よ
り
農
産
物
価

格
が
下
が
り
農
家
所
得
に
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
農
産
物
販
売
に
お
い
て
は
個
人
消
費
の
冷
え
込
み

と
と
も
に
デ
フ
レ
圧
力
が
強
ま
り
再
生
産
価
格
を
割
り
込

む
局
面
す
ら
あ
り
ま
す
。
一
方
、
世
界
的
な
希
少
資
源
の

奪
い
合
い
か
ら
農
業
生
産
資
材
価
格
は
高
止
ま
り
傾
向
に

あ
り
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
を
ま
ね
き
農
業
経
営
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
今
年
は
第
二
十
五
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
決
議
の
新
た

な
協
同
の
創
造
を
目
指
し
た
決
議
「
消
費
者
と
の
連
携
に

よ
る
農
業
の
復
権
」「
Ｊ
Ａ
の
総
合
力
発
揮
に
よ
る
地
域

の
再
生
」「
協
同
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
経
営
の
変
革
」
の
実
践

初
年
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
指
導
事
業
で
は
技
術
指
導
、

経
営
対
策
、
組
織
育
成
対
策
の
基
本
的
な
取
り
組
み
と
Ｗ

Ｔ
Ｏ
等
の
農
政
対
策
や
組
合
員
健
康
対
策
さ
ら
に
食
の
安

全
・
安
心
対
策
、
担
い
手
対
策
等
に
取
り
組
み
地
域
農
業

生
産
振
興
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
販
売
事
業
で
は

大
手
ス
ー
パ
ー
等
と
の
直
販
取
引
や
契
約
取
引
な
ど
売
り

先
を
確
保
し
幅
広
い
営
業
開
発
に
取
り
組
み
野
菜
及
び
農

畜
産
物
の
有
利
販
売
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
生
産
資
材
等

の
供
給
面
で
は
予
約
共
同
購
買
を
推
し
進
め
、
仕
入
れ
競

争
力
の
強
化
や
系
統
一
体
と
な
っ
た
生
産
コ
ス
ト
低
減
対

策
に
努
め
、
更
に
組
合
員
利
用
の
成
果
を
還
元
す
べ
く
利

用
配
当
（
購
買
資
材
の
利
用
に
対
す
る
還
元
）
を
実
施
す

る
所
存
で
す
。

　
信
用
事
業
で
は
組
合
員
及
び
利
用
者
に
良
質
な
金
融

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
担
い
手
等
に
対
す
る

融
資
相
談
等
を
行
い
営
農
及
び
生
活
支
援
に
取
組
み
ま
す
。

共
済
事
業
で
は
「
ひ
と
、
い
え
、
く
る
ま
」
の
総
合
保
障

の
確
立
を
推
し
進
め
ま
す
。

　
経
営
面
で
は
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
コ
ス
ト
意
識

を
浸
透
さ
せ
機
械
施
設
等
の
効
率
的
な
利
用
や
保
全
管
理

に
努
め
ま
す
。
ま
た
財
務
面
で
は
不
良
債
権
（
貸
出
金
や

未
収
金
）
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
自
己
資
本
の
増
強
で
は
平
成
十
八
年
度
よ
り
組
合
員
皆

さ
ま
に
お
願
い
を
し
て
き
ま
し
た
二
億
円
の
増
資
計
画
で

す
が
平
成
二
十
二
年
度
末
で
は
二
億
四
千
万
円
（
計
画
対

比
一
二
〇
％
）
の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
組
合

員
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
さ
ら

に
再
構
築
計
画
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
一
月
の
臨
時
理
事

会
で
合
併
に
は
当
面
参
加
し
な
い
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

こ
の
後
組
織
代
表
者
と
役
職
員
に
よ
る
農
業
懇
話
会
（
出

席
者
は
農
家
組
合
長
会
や
青
年
部
、
女
性
部
、
各
生
産
部

長
、
農
業
士
会
、
農
業
研
究
会
と
理
事
監
事
・
部
長
）
を

開
催
し
た
結
果
、
単
独
経
営
の
た
め
組
合
員
と
の
連
携
及

び
コ
ス
ト
削
減
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
産
物
価
格
の
低
迷
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
時
代
変
化
の
予
兆
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
富
里
市
は

組
合
員
と
共
に
営
農
事
業
に
努
力
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

本
年
も
組
合
員
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上

げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

�

代
表
理
事
組
合
長

　
根

本

　

実
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八
つ
頭
の
査
定
会
と
出
荷

　

年
末
商
材
と
し
て
引
合
い
の
強
い
八

つ
頭
の
出
荷
を
控
え
て
12
月
11
日（
金
）

に
Ｊ
Ａ
会
館
で
査
定
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

取
扱
い
市
場
や
Ｊ
Ａ
全
農
ち
ば
の
関

係
者
ら
が
出
席
す
る
な
か
、
情
勢
報
告

や
現
品
査
定
を
行
い
、
出
荷
時
の
取
扱

い
に
関
す
る
注
意
事
項
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

千
葉
県
産
が
70
％
以
上
を
占
め
る
東

京
都
中
央
市
場
で
は
、
出
荷
量
で
前
年

を
や
や
下
回
る
と
予
測
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
価
格
面
で
は
徐
々
に
上
向
い
て

い
き
ま
し
た
。

　

販
売
課
で
は
選
果
・
選
別
を
し
っ
か

り
と
し
、
計
画
的
な
出
荷
体
制
で
対
応

し
、
年
内
で
出
荷
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

富
里
市
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は

12
月
18
日
（
金
）、
平
成
21
年
の
す
い

か
ま
つ
り
と
産
業
ま
つ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

共
進
会
に
て
特
別
賞
並
び
に
金
賞
を
受

賞
し
た
方
の
表
彰
式
を
Ｊ
Ａ
会
館
で
行

い
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
富
里
市
長
や
市
議
会
議

長
の
他
、
農
業
関
係
者
ら
が
出
席
し
、

す
い
か
ま
つ
り
共
進
会
・
産
業
ま
つ
り

共
進
会
の
順
で
表
彰
が
行
わ
れ
、
受
賞

者
に
は
表
彰
状
と
、
記
念
楯
の
ほ
か
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

（
株
）
Ｊ
Ａ
ラ
イ
フ
と
Ｊ
Ａ
富
里
市
は

昨
年
の
11
月
21
日
（
土
）
に
虹
の
ホ
ー
ル

富
里
で
五
周
年
の
感
謝
祭
と
人
形
供
養
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
午
前
９
時
か
ら
始
ま
っ

た
感
謝
祭
で
は
来
場
者
に
先
着
で
花
苗
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
や
豚
汁
、
焼
き
そ
ば
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
、
野
菜
の
直
売
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

風
船
で
動
物
や
花
の
形
を
作
る
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、

午
前
11
時
か
ら
と
午
後
１
時
か
ら
は
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
が
開
か
れ
、

気
軽
に
参
加
で
き
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
人
形
供
養
が
行
わ
れ
、
ひ

な
人
形
や
五
月
人
形
、
市
松
人
形
や
フ
ラ

ン
ス
人
形
、
ぬ
い
ぐ
る
み
等
た
く
さ
ん
持

ち
込
ま
れ
、
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
祭
は
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
日
は
１
３
０
名
ほ
ど
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

記念の表彰状とトロフィーが渡される

バルーンアートとマジックショーの様子

参加者によるフラワーアレンジメント作り

統一規格を確認

『
虹
の
ホ
ー
ル
富
里
で

�

五
周
年
感
謝
祭
と
人
形
供
養
』

西
瓜
ま
つ
り
・

産
業
ま
つ
り
の
表
彰
式
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ＧＡＰ （生産工程管理） 手法について
　ここでは、昨今の食の安全・安心をめぐる情勢についてご紹介いたします

　これまで農産物の安全の確保、トレーサビリティの確立の観点から、生産履歴記帳運動が進められてきま

したが、この生産履歴記帳の精度（内容）向上のため、農業生産工程管理手法（ＧＡＰ）の導入が全国的に

はじまっています。

　 　　　　　ＧＡＰ（農業生産工程管理）の目的は、以下のようなものです。

　　　　　★　農産物の安全の確保　　　　★　農作業安全

　　　　　★　環境保全　　　　　　　　　★　商品を管理し販売力ある農業

　　国の動きとしては、農林水産省が１９年４月「２１世紀新農政 2007」において、農業生産現場でＧＡ

Ｐの積極的な導入・推進を図ることとし、当面の推進目標として、平成２３年度までに概ね全ての主要産地

（２０００産地）でのＧＡＰの導入を目指すとしています。

　ＪＡグループにおいても、２１年８月の段階で、半数以上のＪＡが何らかの農業生産工程管理（ＧＡＰ）

への取り組みをしています。

現在、さまざまなＧＡＰが存在します。（点検項目や、第３者による認証の有無など）

ＧＡＰの推進主体 対象品目 チェック（点検）
の項目数（概算） 認証の有無

農林水産省（基礎ＧＡＰ） 施設・野菜 約２０ 無

各県、ＪＡの独自ＧＡＰ 各 品 目 約３０～６０ 有、無

日本生活協同組合連合会 青 果 物 約３２０ 無（２者点検）

日本ＧＡＰ協会（ＪＧＡＰ） 青果物ほか 約１３０ 有（第３者）

欧州小売業組合（ＧＬＯＢＡＬＧＡＰ） 青 果 物 ほか約２００ 有（第３者）

　表のように様々なＧＡＰがありますが、基本的には、残留農薬検査のような結果管理ではなく、圃場準備

から出荷までの作業管理・点検をしていく生産工程管理の考え方に基づきます。

繰り返しになりますが、ＧＡＰ（農業生産工程管理）とは、

○  生産から出荷に至るまで、農業にかかわる危害（リスク）を予測し、日々の作業を点検する取り組み

　になります。

　ＧＡＰの導入は、以下のような流れになります。

GAP（農業生産行程管理）手法導入の流れ

ＧＡＰ（農業生産工程管理）手法とは・・・
　Good  Agricultural Practice （よい農業のやり方）の頭文字で、生産者自らが、栽培から収穫・出荷

までの各生産工程において、リスク検討と対策、ルールづくりを行い、自分の農場の管理を見直す内容に

なっています。

① 計画づくり

・ 生産者自らが、生産行程（ほ場準備・播種から収穫・出荷まで）に想定される危害要因（農

産物の安全に関して）を検討・分析する。

・ リスク（危害要因）から農産物を守るために、作業上の注意点を検討し、チェックリ

スト（点検項目）を作成する。

③ 点検・評価

　チェックリストの記録から、作業の評価をし、改善点を見つける

② 実　践

　点検項目（チェックリスト）に注意して、栽培をする

④ 見直し・改善

　作業の見直しをし、次年度につなげる

　チェックリストの点検項目も、必要に応じて見直しを行う
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確定申告（決算書の変更）について

　耐用年数の見直し（平成 20 年度税制改正　平成 21 年度適用）

　平成20年度税改正において、減価償却資産の耐用年数等に関する省令（以下「耐用年数省令」といいます。）

が改正され、機械及び装置を中心に実態に即した使用年数を基に資産区分が整理されるとともに、法定耐用

年数の見直し（既存の減価償却資産を含め）が行われ、平成21 年分以降所得税について適用されます。

・平成 19 年 4 月 1 日以降に取得する減価償却資産

　その年分の減価償却費 = 取得価格×定額法による償却率×その年中業務の用に供した月数／ 12 ×事業専

用割合

　（計算例）

　　取得価格：1,000,000円　平成 19年 4月 1日取得

　　耐用年数：8年、7年（平成21 年～）

　　償却率：0.125、0.143（平成 21 年～）

　　事業専用割引：100％

　　　計算式

　　　　平成 19年度　1,000,000× 0.125 × 9／ 12× 100％＝ 93,750

　　　　平成20年度　1,000,000× 0.125 × 12 ／ 12 × 100％＝ 125,000

　　　　平成21 年度　1,000,000× 0.143 × 12／ 12× 100％＝ 143,000

年分 平成 19年 20年 21 年 22年

減価償却費 93,750 125,000 143,000 143,000

未償却残高 906,250 781,250 638,250 495,250

・平成 19 年 3 月 31 日以前に取得した減価償却資産

　その年分の減価償却費 ={（取得価格）－（残存価格）} ×定額法による償却率×その年中業務の用に供し

た月数／ 12×事業専用割合

　（計算例）

　　取得価格：1,000,000円　平成 19年 3月 31 日取得

　　耐用年数：8年、7年（平成21 年～）

　　償却率：0.125、0.143（平成 21 年～）

　　事業専用割引：100％、残存割合：10％

　　償却可能限度額：50,000円（1,000,000× 0.05）（95％まで償却）

　　　計算式

　　　　平成 19年（1,000,000－（1,000,000× 0.1））× 0.125 × 10／ 12× 100％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝93,750

　　　　平成20年（1,000,000－（1,000,000× 0.1））× 0.125 × 12 ／ 12 × 100％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ 112,500

　　　　平成21 年（1,000,000－（1,000,000× 0.1））× 0.143 × 12／ 12× 100％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ 128,700

年分 平成 19年 20年 21 年 22年

減価償却費 93,750 112,500 128,700 128,700

未償却残高 906,250 793,750 665,050 536,350

　　

　平成 21 年 11 月税務署より発送済みの ｢ 青色申告の決算の手引き・書き方 ｣ を参照下さい。詳しくは、成

田税務署にお尋ねください。
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相
続
対
策
を
行
う
時
に
は
、
単
に
相
続

税
の
節
税
だ
け
で
な
く
、
納
税
な
ど
相
続

全
般
に
つ
い
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
節
税
の
み
に
気
を
取
ら
れ
、

ど
の
よ
う
に
納
税
す
る
か
を
全
く
検
討
し

て
い
な
い
と
、
実
際
に
相
続
が
起
こ
っ
た

時
に
税
金
が
支
払
え
ず
、
最
悪
の
場
合
、

い
わ
ゆ
る
「
相
続
破
産
」
に
陥
っ
て
し
ま

う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
相

続
対
策
は
、
相
続
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

面
か
ら
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

相
続
対
策
は
、
ま
ず
、
相
続
税
が
ど
の

く
ら
い
か
か
る
の
か
知
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
す
。相
続
税
額
の
概
算
が
分
か
っ
た
ら
、

い
よ
い
よ
対
策
に
入
り
ま
す
。

　

相
続
対
策
は
、「
節
税
対
策
」「
納
税
資

金
対
策
」「
争
族
対
策
」
の
三
つ
の
大
き

な
柱
か
ら
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
一
つ
で

も
欠
け
る
と
、
相
続
対
策
と
し
て
は
不
完

全
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

「
節
税
対
策
」
と
は
、
所
有
す
る
財
産

を
贈
与
な
ど
に
よ
り
移
転
し
た
り
、
相
続

評
価
を
圧
縮
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

現
在
予
想
さ
れ
る
相
続
税
額
を
で
き
る
だ

け
引
き
下
げ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
代
表

的
な
対
策
と
し
て
は
、
賃
貸
物
件
の
建
築

や
生
前
贈
与
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

「
納
税
資
金
対
策
」
と
は
、
現
在
予
想

さ
れ
る
相
続
税
額
も
し
く
は
節
税
対
策
を

行
っ
た
後
の
相
続
税
額
を
ど
の
よ
う
な
方

法
で
支
払
う
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
支

払
い
の
準
備
を
し
て
お
く
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
「
争
族
対
策
」
は
、
現
実
に
相

続
が
発
生
し
た
際
の
遺
産
分
割
に
際
し
、

で
き
る
だ
け
争
い
が
生
じ
な
い
よ
う
準
備

し
て
お
く
も
の
で
す
。
遺
言
書
の
作
成
や

代
償
分
割
の
活
用
が
代
表
的
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
密
接
に
関
係
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば「
生
命
共
済
の
利
用
」

と
い
う
対
策
は
、
代
表
的
な
納
税
資
金
対

策
の
一
つ
で
す
が
、節
税
対
策
に
も
な
り
、

争
族
対
策
と
し
て
の
代
償
分
割
の
利
用
に

も
関
係
し
て
い
る
の
で
す
。

まちがいさがし
右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。

間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

答え　2…木の枝に羽根が載っている

　　　3…お父さんが眼鏡を掛けていない

　　　5…ほっぺに×印がない

　　　8…手がVサインになっている

　　　11…羽根がバドミントンの羽根になっている

知
っ
て
納
得
！
　
税
金
講
座

　

Ｊ
Ａ
全
中
・
Ｊ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー　
　

顧
問
税
理
士
●
柴
原　
　

一



山
羊
座
12
／
22
～

�

１
／
19

水
瓶
座
１
／
20
～

�

２
／
18

魚
　
座
２
／
19
～

�

３
／
20

【全体運】落ち着いて過ごせば、

トラブルの心配は少なそう。背

伸びせず、普段通りに行動して。

節約術に注目すると吉

【健康運】湯冷めに気をつけ、き

ちんと風邪予防を

【幸運を呼ぶ食べ物】ラッカセイ

【全体運】活気のある１ヵ月。過

去に駄目だったことも、今度は

うまく行く予感。金運は良いの

で計画的な運用を

【健康運】深呼吸をすると運気も

活発化しそう

【幸運を呼ぶ食べ物】タラコ

【全体運】裏方的な役割が多くな

る気配。誠実にこなせば、良縁

を引き寄せそう。洋服の購入は、

下旬がおすすめ

【健康運】胃腸のケアのためにも

リラックスが大事

【幸運を呼ぶ食べ物】ユズ

天
秤
座
９
／
23
～

�

10
／
23

蠍
　
座
10
／
24
～

�

11
／
22

射
手
座
11
／
23
～

�

12
／
21

【全体運】リーダーシップを発揮

できるとき。自分の意見をどんど

ん主張してみて。金運に恵まれる

ので、買い物が◎

【健康運】軽く動けば血行が改善

され、より健康に

【幸運を呼ぶ食べ物】のどあめ

【全体運】小さなことにイライラ

しがち。人の行動に干渉するの

はやめて、やるべき作業に集中

を。金運は後半に好転の兆し

【健康運】栄養バランスの良い食

事を心掛けて

【幸運を呼ぶ食べ物】カブ

【全体運】コミュニケーション運

が良好。つき合ったことの無い

タイプの友人ができるかも。習

い事を始めるのも◎

【健康運】シェイプアップを目指

すのも○

【幸運を呼ぶ食べ物】牡蠣（かき）

蟹
　
座
６
／
22
～

�

７
／
22

獅
子
座
７
／
23
～

�

８
／
22

乙
女
座
８
／
23
～

�

９
／
22

【全体運】不安な気持ちになりや

すく、暗い表情が目立つ暗示。

いつも笑顔を心掛けて。オルゴー

ルを聴くと、開運の効果大

【健康運】のどの炎症に注意が必

要。マスクの着用を

【幸運を呼ぶ食べ物】寒天

【全体運】気分の浮き沈みはある

ものの、強引な言動に注意すれ

ば、特に問題なく過ごせるはず。

知人との会食は○

【健康運】ストレスをためず、心

身ケアを忘れずに

【幸運を呼ぶ食べ物】ぼたもち

【全体運】神経質になりやすいの

で、気晴らしを。軽い冗談を言

える心の余裕が大切。健康にか

かわる商品の購入はおすすめ

【健康運】急に運動してけがをし

ないよう、用心を

【幸運を呼ぶ食べ物】ノリ

牡
羊
座
３
／
21
～

�

４
／
20

牡
牛
座
４
／
21
～

�

５
／
21

双
子
座
５
／
22
～

�

６
／
21

【全体運】周囲の好影響を受けら

れる時期。過去のやり方にこだ

わらず、新しい方法を試してみ

て。買い物は新製品に注目を

【健康運】活発に動き回ることで、

より健康体に

【幸運を呼ぶ食べ物】カステラ

【全体運】やや不安定。人と比べ

るのは避け、自分らしさを大切

に。焦らず、どっしり構えると吉。

お金の貸し借りは×

【健康運】ゆったり体を休めるこ

とを考えて

【幸運を呼ぶ食べ物】ハクサイ

【全体運】やる気が増して、何事

にも前向きに挑戦できそう。未

体験のことでも積極的に。自己

投資は月の前半が好機

【健康運】話題の体操や食材に注

目すると幸運

【幸運を呼ぶ食べ物】イチゴ

★☆★☆★☆★２月のあなたの運勢 ★☆★☆★☆★

営 農 部（販売・指導） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

購 買 資 材 課（購買店舗） ＴＥＬ ０４７６- ９３- １９１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ４８３２

購 買 生 活 部（生活事業） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

金 融 部（金融・共済） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９

機 械 セ ン タ ー ＴＥＬ ０４７６- ９３- ８６８３ ＦＡＸ ０４７６- ９３- ８４８１

産 直 セ ン タ ー ＴＥＬ ０４７６- ９１- ０５２０ ＦＡＸ ０４７６- ９１- ０５２１

産 直 セ ン タ ー ２ 号 店 ＴＥＬ ０４７６- ９０- ３３３１ ＦＡＸ ０４７６- ９０- ３３３２

総 務 部 ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９

ＪＡ富里市直通電話番号一覧表

※緊急事故連絡先（夜間・休日）　TEL ０１２０- ２５８- ９３１・葬祭等 TEL ０４７６- ９２- ０９８３
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

玉
入
れ
の
我
が
投
げ
る
球
に
頼
り
て
か
知
恵
あ
る
お
ば
さ
ん
拾
い
て
渡
す

�

今
井　
　

靖

い
ち
じ
く
を
買
い
求
め
来
ぬ
古
里
の
姉
妹
と
食
み
し
日
、
杳
く
な
つ
か
し

�

宮
沢　

智
子

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
行
き
交
う
十
字
路
の
夜
景
み
お
ろ
し
息
子
の
帰
り
待
つ

�

鳴
田　

き
よ

木
洩
れ
日
の
林
を
ぬ
け
し
ロ
ー
カ
ル
線
広
く
ま
ぶ
し
き
川
原
を
走
る

�
立
花　

法
子

久
び
さ
に
兄
と
語
ら
う
秋
の
夜
の
出
前
の
そ
ば
は
少
し
ぬ
る
み
て

�

中
川
キ
ヨ
子

人
気
よ
ぶ
福
祉
ま
つ
り
の
昼
下
が
り
姉
を
誘
ひ
て
売
店
め
ぐ
る

�

安
江　

照
子

命
日
に
父
の
墓
参
を
済
ま
せ
た
り
し
ば
ら
く
は
心
穏
や
か
に
過
ぐ

�

黒
田　

照
子

白
粥
に
梅
肉
の
た
れ
銀
舎
利
に
命
を
注
ぐ
血
の
流
れ
の
ご
と

�

伊
藤　

哲
儀

手
を
出
せ
ば
引
き
込
ま
れ
そ
う
な
朝
の
靄
友
の
足
音
が
先
に
聞
こ
え
る

�

秋
葉　

清
子

緩
急
の
あ
る
水
音
が
つ
い
て
く
る
だ
ー
れ
も
居
な
い
が
樹
の
目
草
の
目

�

古
川　

芳
子

�

と
み
さ
と
短
歌
会
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理
事
会
メ
モ

　

平
成
21
年
12
月
24
日
に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の

事
項
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議　
　

案

・
目
的
積
立
金
取
崩
に
つ
い
て

・
経
理
規
程
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

・
理
事
会
運
営
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
時
価
算
定
要
領
及
び
時
価
算
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
制
定

に
つ
い
て

・
平
成
22
年
度
事
業
計
画
策
定
に
つ
い
て

・
平
成
22
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

・
就
業
規
則
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

・
契
約
職
員
就
業
規
則
の
新
設
に
つ
い
て

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
就
業
規
則
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

・
改
善
指
示
報
告
書
（
監
査
機
構
）
の
回
答
に
つ
い
て

・
役
員
退
職
慰
労
引
当
金
規
程
の
新
設
に
つ
い
て

・
役
員
退
職
慰
労
金
支
給
内
規
の
新
設
に
つ
い
て

・
平
成
22
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

設
定
に
つ
い
て

・
「
新
た
な
千
葉
県
Ｊ
Ａ
再
構
築
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
く
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て

　

人
の
動
き　

平
成
22
年
１
月
４
日
付
（　

）
内
は
旧
任
部
署

△
伯
耆　

清
隆

　

Ｊ
Ａ
ラ
イ
フ
千
葉
へ
出
向
（
金
融
営
業
課　

係
長
）

△
玉
山　

亜
希
子

　

金
融
営
業
課　

係
長
（
総
務
課
）



　夕食の直後、食べ盛りの息子が冷蔵庫から納

豆を取り出しました。そして食パンを出してトー

スターに入れ、焼いている間に納豆をかき回し

ています。こんがり焼けたトーストにいそいそ

とバターを塗り、糸引く納豆を載せてガブリ。

納豆好きの彼にとって、何よりの「デザート」

のようです。

　納豆は日本が誇る、優れた発酵食品。大豆だ

けでも栄養豊富な上に、発酵で生まれた栄養素

がバランス良く含まれているからです。

　その一つはナットウキナーゼという納豆特有

の酵素です。これは血液中にできる血栓を溶か

し、血行を良くする働きがあるそうです。加齢とともに起こりやすい脳梗塞（こうそく）など、血行にかかわ

る病気の予防に役立つといわれています。

　もう一つは納豆特有のネバネバです。これはグルタミン酸がつながったポリグルタミン酸に、フラクタンと

いう物質が絡み合ったものです。ポリグルタミン酸には、カルシウムの吸収を高める働きがあり、骨を丈夫に

するほか、美肌効果も期待できます。

　そのほか大豆そのものに含まれる大豆サポニンの効用も見逃せません。大豆サポニンは脂肪の吸収を抑え、

コレステロール値の上昇を防ぐので、動脈硬化の予防に役立つといわれます。また、大豆に含まれるビタミン

B 群は、疲労を回復させます。このように栄養豊富な納豆には、アミラーゼなどの消化酵素も含まれているの

で消化も良く、子どもからお年寄りまで安心して食べられます。

　ところで、ネバネバとにおいが苦手な人もいるでしょう。薬

味をたっぷり使ったり、酢、大根おろし、海藻類と混ぜれば、違っ

た食感で食べやすくなります。

　参考文献：『野菜＆果物図鑑』（新星出版社）

　　　　　　『クスリの食べ物』（西東社）

　　　　　　『新食品成分表〈2007〉』（一橋出版）

食のはなし� エッセイスト　神山　真理

納　豆　健康維持に納豆パワー

●栄養の比較　可食部100ｇ当たり

たんぱく質
（g）

ビタミン B1
（mg）

ビタミン B2
（mg）

糸引き納豆 16.5 0.07 0.56

ひき割り納豆 16.5 0.14 0.36

木綿豆腐 6.6 0.07 0.03

� 出典：『五訂増補食品成分表2009』女子栄養大学出版部


